
3 .　生活ルールの策定 8 .　健康管理

4 .　情報の発信 9 .　車中泊者への対応

5 .　食料・物資管理

災害時の避難所運営の課題と感染症対策

1 .　避難所の開設 6 .　トイレ・浴室

2 .　避難者の受付 7 .　環境改善

けてきました。

して「危機管理」という言葉が使われるようになり、日本の自治体は地震や台風などの災害に対して、市民の生命、
自由、財産を守るために防災対策に取り組んでおります。

新たなる意識が浸透いたしました。

とが大切である。飛沫感染や空気感染による感染拡大の恐れがあるため、感染症に自分がかからないようにすること、
かかっても他人にうつさないようにすること」

より、ノロウイルス等による感染性胃腸炎やインフルエンザなどの感染

ません
ずしも適正であるとは限りません。

従来から災害時の避難所運営では衛生環境に対して様々な課題や対策が行われてお
りますが、新型コロナウイルスの拡大により運営マニュアルの見直しや取り組みが多
くなりました。
避難所という密になりやすい空間の中で、避難者はもちろんのこと、運営スタッフ

やボランティアの方の感染をも防止するため、感染拡大防止策を徹底することが極め
て重要です。
そこで、内閣府の「防災時に於ける避難所運営のポイント」を参考にしながら、

「クリアランスα」を活用した感染症対策に臨むポイントを解説いたします。

感染症対策に配慮した避難所運営のポイント

避難所の開設・運営の主な業務ごとに沿って、「クリアランスα」活用のポイントを
説明していきます。

新型コロナウイルス蔓延以降は、健康管理を担当する保険・衛生・救護班などの役
割が大きく増大しましたが、あらゆる担当において感染対策が必要であるため、それ
ぞれの業務についてシュミレーションを行い、必要な人数、物資、役割分担、手順、
課題やボトルネックの洗い出しが重要です。

尚、避難所運営に際しての通常必要な注意事項は、内閣府「避難所運営ガイドライ
ン」に列記されており、本資料はそのガイドラインを参考、一部抜粋しながら作成し
ております。
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１．　避難所の開設　：　感染対策時のレイアウト（例）

高い除菌・消臭効果
低濃度（
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避難所のレイアウトについては、各自治体によって保健所など専門家の確認を受け
ることが重要ですが、ここでは内閣府のレイアウト資料を基に説明します。

まず、できる限り密になりにくい場所に避難所入り口や受付を設置します。
共同空間には、受付、掲示板、電話やパソコン設置スペース、充電場所、物資保管

場所、手洗い場、トイレ、更衣室、洗濯場、物干し場、ゴミ置き場、シャワーなどが
あり、それぞれ生活ルールの策定と衛生対策の工夫が必要です。

食事スペースについては、飛沫感染や密を防ぐために、できる限り個々の占有ス
ペース内にての食事が望ましく設置を推奨しませんが、設置する場合は順番制にする、
向かい合わせの配置を避ける、共用具の消毒やスペースの空間除菌を徹底するなど、
感染対策のための運用ルール作成が望ましいでしょう。

通路や待機場はできる限り通行者がすれ違わないようにすることが望ましいとされ
ておりますが、可能であれば出口と入り口を分け、常時空間除菌を行うことでリスク
回避を強くすることができます。

車いすの方や身体に不自由のある方など、要配慮者の方が生活することも想定され
ます。妊娠中の方や乳児を抱えた保護者の避難もあります。障がい者特性や要配慮者
のニーズに応じた配置と確保、更に感染対策と衛生対策が必要です。



１．　避難所の開設　：　感染対策時の健常者滞在スペース

て生成する電解方法
あります。

時変化率に差はありますが、

「クリアランス

「クリアランス
も、使いたいときに使いたい分だけ次亜塩素酸水溶液を生成できます。
ば６年間の品質保証
る現場で生成できるために移動や輸送に困りません
要とせず、説明書マニュアル通りに行えれば
とする現場で活用

「クリアランス
（
を行う

ます

に
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体育館やホールが避難所となり受け付けた場合、室内空間には数十人から数百人規
模の避難生活が行われます。大型空間収容時の感染対策とし、湿度の保持と空間除菌
を行うために「WIDLY」を配置し、「クリアランスα」で生成した次亜塩素酸水溶液
を常時空間噴霧することを推奨します。
「WIDLY」はコロナ渦において、大規模イベントや興行を開催する際の対策製品として
国の補助を受け開発されました。
室内におけるプロスポーツイベントやコンサート、企業や政治家のホールイベント、

畜産業界における家畜の感染対策として大型空間に広く使われており、大人数を収容
した際の空間除菌・消臭に適しております。

使用方法はとても簡単で、本体の１００ℓタンク内に水を溜め（水道水で構いませ
ん）、「クリアランスα」を３０グラム入れるだけです。
大型空間の空間除菌に適した濃度の次亜塩素酸水溶液が噴霧され、加湿を兼ねなが

ら空間浮遊菌や表面付着菌を減少させ、さらに生活臭も高いレベルで消臭します。

レバンガ北海道
公式試合会場
「きたえーる」

札幌市
地下歩行空間
商工会イベント

TV取材



１．　避難所の開設　：　感染対策時の健常者滞在スペース
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●通路を確保しながら占有スペース範囲をテープで養生
●一家族目安３m×３m区画とし、人数に応じて広さを調整
●家族間の距離は１m以上あけ、可能であれば個人間の距離も１m以上あける
●区画間の通路の幅は１～２m以上とする

パーティションやテントなどでパーソナルスペースが確保された場合には、
「EVERY」を家庭ごとや個人ごとに配布し使用するのが望ましいです。
「EVERY」は卓上タイプの空間噴霧器で、USBで充電できるため電源を必要とせずに個
室空間の除菌が行えます。
内閣府ガイダンスでは「テントを利用する場合は隣接した面に通気口などの出入り

口がないよう留意」とし、空気感染や飛沫感染に対策を呼び掛けてます。
また、感染リスクの高い高齢者、基礎疾患を有する方、障がい者、妊産婦などにつ

いては、避難所内に専用スペースを設け、要所ごとに「EVERY」で空間除菌し案内する
ことで感染・衛生対策を高めることができます。
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水を入れた専用ボトルに「クリアランスαｓ」を一袋入れてシェイクし、「EVERY」
に給水するだけでパーソナル空間を空間除菌します。



１．　避難所の開設　：　感染対策時の発熱者等専用室のレイアウト
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発熱や咳、嘔吐などの症状が出た方や濃厚接触者は、一般避難者の占有スペースとは
別の棟・階などにある部屋へ案内します。
各個人について可能な限り個室にすることが望ましいですが、難しい場合でも、パー

テーションで区切り、各場に「EVERY」を設置することで対策を強化できます。
また、２０～３０畳ほどの部屋であれば、室内中央や出入口付近に「４００D」を設

置し空間噴霧することで、隔離空間全体を空間除菌し看護者や専任スタッフへの感染対
策となります。
避難者が受付又は避難者スペースから発熱者などのゾーンや濃厚接触者のゾーンへ移

動する際は、それぞれ独立した導線を確保し、発熱者専用通路・階段、濃厚接触者専用
通路・階段を分け、各場で常時空間除菌を行うことで二次感染リスクへの大きな対策に
なります。

水を入れた専用ボトルに「クリアランスαプレミアム」を一袋入れてシェイクし、
「４００D」のタンクにに生成した水溶液と水（水道水で構いません）を満タンに給水
するだけで室内を空間除菌します。



１．　避難所の開設　：　備蓄物資の確認
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災害後に即座に物資を調達することは困難です。内閣府は「避難所における衛生環境
対策として、マスクなどの個人防護具、体温計、消毒液、パーテーション、段ボール
ベッドなど、必要となる物資を平時から確保し備蓄することが極めて重要」としており
ます。
しかし、自治体によって備蓄量や倉庫のスペースは異なり、管理にも制限があります。
限られた場所を効率よく使用し、尚且つ即座に活用や対応ができるもの、使用期限な

どが可能な限り長期なものが望ましいと言えるでしょう。

「クリアランスα」はパウダータイプの高純度次亜塩素酸水溶液生成剤です。そのため
未開封であれば６年間の長期保管が可能であり、保管に際してスペースを奪いません。
また、除菌水が必要であれば現場に水があるだけで、いつでも、どこでも、誰でも、

簡単に作ることができます。
さらに、ごく少量のパウダーで大量の生成が可能なので、大人数の避難者にも配布す

ることができ、必要ヵ所に細かく配分しても不足となる心配がありません。
２０２０年のコロナ渦における緊急事態宣言時に市場で消毒剤が枯渇した際、北海道

内の住民規模が数百～数千人の自治体、関東の住民規模が数千から数万の自治体が世帯
や個人に配布した実績もあります。（別途資料参照）



１．　避難所の開設　：　個人用防護具の準備

【新型コロナウイルス感染対策】避難所運営研修会
福島県福島市資料より抜粋

感染対策として、避難所運営スタッフの個人用防護具（通称PPE）が重要です。
脱着手順を確認するとともに、使い捨てでないものは洗浄及び消毒手順を確認しま

す。
手袋をした状態で人やものに接する場合は、作業前に「エクスキュートガン」で

「クリアランスα」で生成した水溶液を噴射して除菌することで、高い感染対策になり
ます。
また、フェイスシールドなどは仕様前と後に両面に吹きかけて拭くことで常に高い

衛生状態を保てます。

感染性廃棄物や汚物などの処理は十分に吹きかけてから廃棄物入れに捨てることで、
二次感染のリスクや悪臭などの対策となります。
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受付のレイアウト（例）　事前受付で健常者と体調不良者等を振り分け

２．　避難者の受付　：　受付時の感染対策
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２
４

２

３

全体として、避難者が受付に滞留し密にならないよう、身の回りの除菌、検温、問診
票の提出、避難者カードの提出、避難スペースへの誘導といった導線を準備します。
各導線上に状況に合った除菌剤や機器を準備し、手間や時間をかけずに確実に対策が

行えます。
① 事前受付を行う前の並び段階で、各々身の回りの除菌を済ませておけるよう
「クリアランスα」で生成した水溶液を専用スプレーに入れて間隔ごとに配置して
おくと効率的です。

② 最初の受付場は、受付スタッフが最もリスクの高い場所となります。受付には
「EVERY」をテーブルごとに設置し、受付スタッフの作業空間を空間除菌します。

③ 受付時に避難者の体温や体調の確認、要配慮者などの確認を行います。その際
に発熱症状や体調不良者が発生した場合は専用スペースへ誘導します。必要な状
況や環境に応じて「エクスキュートガン」で除菌を行うことで二次感染のリスク
を予防します。

④ 専用スペースとなる空間では「400D」を設置し、常時噴霧を行い空間除菌しま
す。

上記の受付フローとレイアウト例のように、次亜塩素酸水溶液による除菌方法は多様
にあり、「クリアランスα」と専用機器を用いて環境や状況に合った対策方法を設ける
ことができます。

１



3．　感染対策に配慮した生活ルール
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受付後、避難所での避難者滞在が始まりますが、共同生活である避難所では生活
ルールを決めることが重要です。
感染症防止のため上記のようなルール例がありますが、こういったルールの一つ一

つに除菌作業を行うことを加えることで、より高い対策に繋がります。

「ハンディナノミスト」は携帯型の噴霧器で、コンパクトに持ち運びができながら簡
単に身の回りや気になる部分の除菌・消臭ができます。

USB充電式で電池や電源は必要とせず、「クリアランスα」で生成した水溶液か、専
用の補填液ボトルで保水するだけで、誰でも簡単に使うことができます。

保水タンク部：「クリアランスα」で生成した
水溶液か専用補填液を給水

スイッチ部：スイッチを下げるとミスト状に噴射し、
身の回りや気になる部分をしっかり除菌

USB充電部：USB充電式なので電池不用で繰り返し使えます。

専用補填液



4．　情報受発信機、掲示板所
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避難所では情報ニーズが高まる避難生活において、電話、ラジオ、テレビ、パソコ
ン、携帯電話、USBなどの各種充電器などが共有物として設置されることが多いですが、
その際感染対策としてそれらの共有物のそばに除菌液や除菌器具などを設置し、定期
的な清掃・除菌などを呼びかけます。

① 「EVERY」を設置し小空間を空間除菌する。
② 「クリアランスα」で生成した水溶液を専用スプレーボトルに入れて、定期的に

テーブルなどを拭き掃除する。
③ 身の回りや使用した後は「ハンディナノミスト」で除菌する。

１

２
３

４

５

被害状況や復旧情報などの情報掲示板は人が集まりやすいため、④「400D」を配置
しエリア内の空間除菌や、⑤「WIDLY」を配置し施設空間全体の空間除菌を行うことで
空間衛生対策となります。

情報通信端末（タブレット）の設置



５．　食料・物資管理　：感染防止に配慮した物資配布
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１２

３

調理する場合、調理スタッフはマスクに加えて衛生手袋を着用し、作業台や配膳箱
などを事前に除菌します。

物資配布の際、密にならないよう２メートル間隔で養生テープで導線を明示し、①
「400D」を一定間隔で設置することで並び空間を除菌できます。
配給場所には②「EVERY」を設置し噴霧することで、避難者と近距離で接触する際の

配給スタッフの感染リスク対策となります。
物資の配布の前後には、③「クリアランスα」で生成した水溶液のスプレーボトルで

机の除菌を徹底します。

容器や食器は使い捨ての場合が多いですが、使い捨て食器が十分調達できない場合
はラッピングをしたり、使用前と後に「クリアランスα」で生成した水溶液で確実に除
菌をすることで衛生的に再利用できます。

食事スペースを設置している場合、密にならないよう時間をずらすなどし、要所に
「400D」や「EVERY」を設置して空間除菌することで対策を強化できます。

食後の食べ残しや使い捨て容器については、避難者が自分で分別してゴミ袋やゴミ
箱に廃棄しますが、廃棄場所に「400D」を設置し常時空間噴霧することや「エクス
キュートガン」で直接噴射することで周辺の除菌と消臭の対策になります。



６．　トイレ・浴室の感染対策
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２

１

感染対策としては、手指の洗浄や除菌などを行うスペースをトイレの近辺に確保し
ているか確認します。
定期的に換気が必要であり、目に見える汚物があればその都度、汚れが特に見えな

くても１日３回以上の掃除や除菌が望ましいとしています。

避難者や避難所スタッフがトイレを利用する際、便座や手に触れる個所など、気に
なるところに「ハンディナノミスト」で吹きかけて除菌することで衛生的に使用でき
ます。また、使用前後の気になる臭いにも、対象空間に吹きかけることで消臭効果が
あります。
発熱者や濃厚接触者との兼用が避けられない場合は、時間分離、消毒等の工夫をし

たうえで「EVERY」を設置し常時個室空間を空間除菌することで二次感染予防に繋がり
ます。
また、順番待ちなどのために、トイレ前が混雑してしまう場合は「EVERY」や

「400D」などを一定間隔で設置し噴霧することで、そのエリアや空間を除菌消臭し対
策できます。



６．　トイレ・浴室の感染対策
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シャワー・浴室がある場合には、手すりなど手が良く触れる部分の除菌、湯舟や洗
い場の清掃を徹底します。その際、アルコール類などの消毒は対象が濡れている場合
は効果が無くなってしまう恐れがあります。
清掃後、「クリアランスα」で生成した水溶液を「エクスキュートガン」や「専用ス

プレーボトル」で吹きかけることで除菌消臭を行えます。対象が濡れていても問題な
く除菌でき、自然乾燥で構いません。

大人数の避難者が順番に湯舟を利用する際は、一定期ごと（利用人数や時間でルー
ルを設ける）に「クリアランスα」を溶かすことで、衛生的なお湯を保つことができま
す。
目安として、２００ℓ（一般的な家庭サイズの湯舟）に対して「クリアランスα」を

付属スプーンで２～３杯を入浴者ごとに入れることで、プールの塩素消毒と同程度の
有効塩素濃度が得られます。
また、あらかじめ「クリアランスα」で生成した水溶液を湯舟横などに置いておき、

入浴前に避難者が自ら入れるなどのルールを設けておくと管理者の負担を減らすこと
ができます。



７．　環境改善
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２

１

ゴミの分別は、感染対策として普通廃棄物と感染性廃棄物に分けます。

廃棄場、ゴミ箱などのスペース近辺に「400D」を設置し、「クリアランスα」で生成
した水溶液を常時噴霧することで、周辺の空間除菌と消臭対策を行うことができます。

使用済みのマスク、ティッシュ、手袋等の感染に繋がる可能性の高いものについて
は感染性廃棄物として、ゴミ袋に入れた後に「エクスキュートガン」を使って「クリ
アランスα」で生成した水溶液を十分に噴射し閉じることで有効な感染対策となります。

また、消毒方法にについて習熟しておくことも必要となります。
消毒用アルコールは、消毒対象が水で濡れている場合は消毒効果を著しく低下させ

ます。
次亜塩素酸ナトリウムを使用する場合は必ずゴム手袋を着用し、１００倍に希釈し
て使用します。市販品に多い5％の次亜塩素酸ナトリウムであれば0.05％まで水で薄め
ます。ただし、金属類を劣化させてしまうため、金属類には使用しないか、消毒後に
必ず水拭きが必要です。

「クリアランスα」で生成した水溶液を使用する場合は、対象物が水で濡れていても効
果を損ないません。また、金属腐食試験において水道水使用時と変わらない結果が出
ており、次亜塩素酸ナトリウムよりもはるかに腐食しずらいものとなっております。



８．　健康管理

健康管理としては、定期的な換気などの環境改善、手洗いや除菌などの生活ルール
作りを基本としつつ、加えて避難者による毎日の体温・体調チェック、運営スタッフ
による状況確認などが重要です。

細かな生活のシーンや現場に避難者が意識した除菌の作業と、運営スタッフが配備
する除菌のシステムが必要になります。
最小限の手間やスペースで、最大限の衛生環境を整えられるようシュミレーション
が大切となります。

避難者が各々の生活の中で身の回りの除菌作業を簡単に行うために「ハンディナノ
ミスト」を使用したり、パーソナルスペースでは「EVERY」で空間除菌することは、健
康を管理維持するうえで有効な機器となります。
また、配給場所や掲示場所、トイレや浴室、ゴミ捨て場などの人が集まりやすい共

有スペースには「WIDLY」や「400D」を配置し常時空間除菌することで、集団におけ
る健康維持を保つための予防対策となります。

「クリアランスα」で生成した水溶液を専用機器で活用することで、様々なシーンでの
除菌消臭作業を明確化し、誰でも簡単に活用することができます。
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９．　車中泊者への対応
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駐車スペースがある避難所では、ペット同伴やプライバシー確保などの様々な理由
により車中泊を選択される避難者がいます。
新型コロナウイルス蔓延時は、車中泊を選択する方も多くいました。

このような車中泊の方に対しては、保健師などが定期的に巡回することが必要です
が、同時に小空間における除菌対策の誘導も重要です。
また、物資や食料についても、周知や配布をどのように行うか、運営スタッフが接

触する際にどのように対策を講じるかも大切になってきます。

車両内の小空間であれば「EVERY」で空間除菌を常時行うことで、車内の空間衛生の
対策ができます。車内の避難者もそうですが、保健師の巡回時や運営スタッフの訪問
時の二次感染対策強化にも繋がります。
身の回りの除菌には「ハンディナノミスト」を利用することも有効です。
消毒効果のあるアルコール類は可燃性のものが多く、車内のような小空間で使用す
る場合は引火の危険が無いよう注意が必要です。また、夏場の炎天下時季にエンジン
を止めてエアコンが効いていない車内においても、同様の危険性があります。

「クリアランスα」で生成した水溶液は可燃の心配はありません。気になるものや身の
回りの除菌を車内で行っても安全に使用できます。

COPYRIGHT(C)2023 ESI.C,ALL RIGHT RESERVED


